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会  議  録（１） 

会 議 の 名 称 令和５年度 第５回 入間市廃棄物減量等推進審議会 

開 催 日 時 
令和６年３月２５日（月） 
午後３時００分  開会・午後４時２５分  閉会  

開 催 場 所 市庁舎 C棟 ５階 ５０１会議室 

議 長 氏 名 入間市廃棄物減量等推進審議会 会長 小林昌幸 

出席委員(者)氏名 
上田圭吾 小野吉雄 河野真夢 栗山三千代 小林昌幸 近藤信弘 齋
藤勝久 竹内國雄 浜野良一 村野裕子  

欠席委員(者)氏名 有賀健高 竹内國雄 永井健一 坂本蓉 吉野珠美 

説明者の職氏名 エコ・クリーン政策課（事務局）主幹  松落義夫 

会 議 次 第 

１ 開会 
２ 会長あいさつ 
３ 議題 
更なるごみ減量施策の検討について（家庭ごみ有料化の検討） 

４ その他 
 令和６年度第１回を令和６年５月１６日実施予定 
 所沢市とのごみ共同処理施設の検討について 
５ 閉会 

非 公 開 理 由  

傍 聴 者 数 ２名 

配 布 資 料 

資料 

・【資料１】プラスチックごみ一括回収の実施及び家庭ごみ収集回数の見

直しについて（答申）写し 

・【資料２】令和５年度第５回入間市廃棄物減量等推進審議会資料 

事務局職員職氏名 

環境経済部 
 
 
エコ・クリーン政策課 
 
総合クリーンセンター 

部長 岸 道博 
次長 横田 一洋 
副参事 橋本賢司 
課長 竹廣 由美、主幹 松落義夫、 
副主幹 村上 俊 
所長  石井 治彦、主幹 水村 昌秋  

会議録作成方法 要点筆記 
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会  議  録 （２） 

議 事 の概 要 （経 過 ） ・決 定 事 項 

○審議事項 

 更なるごみ減量施策の検討について（家庭ごみ有料化の検討） 

 【資料１】【資料２】を用いて説明を行った。 

 

〇その他 

 ・令和６年度第１回の審議会を令和６年５月１６日に実施する予定。 

・所沢市とのごみ共同処理施設整備検討について、令和６年度も引き続き検討を続ける。令和６

年度は、両市で同じ条件で、家庭ごみ組成分析調査を行う。 

   

以上 
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会  議  録 （３） 

発 言 者 発 言 内 容 

司会 

 

 

 

小林会長 

 

事務局 

 

 

 

小林会長 

 

 

 

河野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林会長 

 

河野委員 

 

 

１ 開会（配布資料の確認を含む。） 

 （選出団体の人事に変更があり、青年会議所選出の森委員から吉野委員に変更

となった。本人欠席のため、報告のみ、委嘱状は本人へ渡し済。） 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議題 

更なるごみ減量施策の検討について（家庭ごみ有料化の検討） 

（【資料１】【資料２】を用いて事務局より説明を行った。） 

 

事務局からの説明がありましたが、事例にありました市にお住まいになっていた

方が、当審議会委員にいらっしゃいますので、お話を伺えればと思います。河野委

員お願いします。 

 

私は 30 年程、福岡県福岡市に居住していました。ちょうど社会人として働き始

める頃、ごみの有料化が行われました。無料だったものが突然有料となったことに

対する混乱はありましたが、３か月程度が経過すると習慣化されたと記憶していま

す。 

有料化後は、現在と同じく 30ℓや 45ℓのごみ袋を使用していましたが、一杯に

なるまで捨てていませんでした。ただし、生ごみなど速やかに処理した方が適切な

ものはもう少し小さい容量のごみ袋で捨てるなど、可燃ごみの中でも分別してい

ました。 

一方で、福岡市では資源ごみの収集はありませんでした。その代わりに、自治

会が実施する廃品回収で月１～２回、回収していました。また、公民館などに新聞

や段ボールの拠点回収があったと記憶しています。 

 

福岡市でごみの有料化になった時は、スーパーのレジ袋は有料でしたか。 

 

まだ有料ではありませんでした。ビニールは無料で貰えるものと思っていまし

た。 
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発 言 者 発 言 内 容 

小林会長 

 

 

  

 

齋藤委員  

 

 

事務局 

 

 

 

村野委員 

 

 

 

事務局 

 

栗山委員 

 

 

 

事務局 

 

 

岡﨑委員 

 

 

事務局 

 

 

齋藤委員 

ごみの有料化でも、紙おむつは無料にするなどの方法もあり、有料化と言って

もいろいろなケースがあります。有料化を議論する前に、有料化の手法には、いろ

いろなケースがある事をご承知いただきたい。場合によっては、ごみ減量が進み、

有料化しなくてもいい場合も考えられます。 

 

事務局からの説明で各市の有料化の事例が紹介されましたが、有料化によるト

ラブルや問題点などはあったのでしょうか。 

 

事例研究をした自治体からトラブルの話は聞いておりません。各自治体とも有

料化が実施されてから時間が経過しており、当時の話がわからなかった状況で

す。ただし、トラブル対応については今後検討する必要があると考えます。 

 

有料化した場合に配慮すべき方、例えば子育て世帯におけるオムツの処理や、

高齢者世帯について検討すべきだと思います。そのような他市の例も教えていた

だければと思います。 

 

そのような他市の事例がないか調べて、次回報告させていただきます。 

 

一人暮らしですと、20ℓのごみ袋でも大き過ぎるくらいだと思います。有料化を

検討する場合は、ごみ袋の大きさにも種類を設けてほしいです。 

樹木、剪定枝といったごみはどうするのでしょうか。 

 

オムツ、剪定枝など、種類によってどこまで可燃ごみとして取り扱うか、今後検

討する必要があると考えます。 

 

有料化を実施すると不法投棄が増えそうだという印象を受けますが、有料化を

実施した市町村ではどうだったのでしょうか。 

 

不法投棄が増えるといったことを聞いたことはありますが、今後調査して報告い

たします。 

 

入間市と飯能を結ぶ、よもぎ街道に不法投棄のごみが多いと感じます。データ
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発 言 者 発 言 内 容 

 

 

村野委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

近藤委員 

 

 

事務局 

 

 

小林会長 

 

 

 

岡﨑委員 

 

 

事務局 

 

齋藤委員 

 

 

 

などあるかもしれませんので、注意して確認していただければと思います。 

 

 以前、雑紙回収の袋を作成するといった話があったと記憶しています。雑紙は袋

に入れる必要はなく、束ねて資源ごみとして出せばよいと思いますので、まだ動き

出していないのであれば止めてもよいのでは、と思いました。 

 

雑紙回収袋は職員が新聞紙を利用して作成し、地区センターや総合クリーンセ

ンターに置いています。また、市庁舎の展示コーナーでの紹介や地区説明会など

でも積極的にＰＲしています。まだまだ広報が足りないので、更なる周知を行って

いきます。 

雑がみを出すときは、必ず袋に入れて出さなければならないものではなく、出し

やすい方法として雑がみ袋の紹介をしています。 

 

先ほどの不法投棄の話と繋がりますが、有料化を実施することにより、事業系ご

みが増えると予想されるのですが、いかがでしょうか。 

 

市内で不法投棄が集中している箇所は特にはなく、市内全域で不法投棄が発

生しているというのが現状です。 

 

不法投棄の出所を探す（トレース）のは難しいと思います。 

指定袋の話ですが、市町村や地域特性によって、例えばチケット交換など、袋の

配布方法が違いますので、今後皆さんからご意見をいただければと思います。 

 

P6 で、埼玉県内では有料化を実施している市町が１０か所、中でも秩父や東部

が多い印象を受けますが、都市部では実施しづらい理由などあるのでしょうか。 

 

埼玉県内の実施自治体が少ない理由を調べていないので、詳細は不明です。 

 

例えばこども会などで実施している廃品回収は、資源ごみの数値に反映されて

いるのでしょうか。自治会などで資源回収が進めば、市の資源ごみは減っていき

ますが、トータルでは減っていない、といったことにはなりませんか。 
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発 言 者 発 言 内 容 

事務局 

 

 

村野委員 

 

 

 

小林会長 

 

 

 

河野委員 

 

 

 

 

浜野委員 

 

 

上田委員 

 

事務局 

 

小林会長 

 

 

司 会 

 

 

事務局 

 

 

数値の出し方により、資源を含む場合と資源を含まない場合と両方数値として

出しています。資源を含む方には、資源回収も含まれています。 

 

私が運営しているNPOでも、月に１回資源回収を行っており、１回１万円程度に

なっています。ただし、集まったものを保管しておく場所がないので、地区センター

などで保管していただけるとありがたいと感じます。 

 

これまでの意見を伺い、自治会の会員数の減少や子ども会の減少や少子高齢

化により、活動団体が少なくなり、市のごみ減量の数値にも影響してくる。そのよう

な問題も今後議論していきたいと思います。 

 

子供が所属している少年野球チームでは、月１回資源回収を実施ており、１回で

１０万円程度になっている。それを、チームの経費に充てている。所沢市では多くの

チームが実施しているようだが入間市ではあまり実施している印象がありませ

ん。資金使途が明確なので、そういった取り組みが増えていけばと思います。 

 

有料化に関する議論は近隣市でも出ているのではないかと思います。例えば入

間市単独ではなく、近隣市との協調を含めて検討していただければと思います。 

 

P7有料化による目的及び期待する効果は、市の見解でしょうか。 

 

こちらは、環境省の一般廃棄物処理有料化の手引きによるものです。 

 

他に意見はありますか。なければ以上で議長を下ろさせていただきますが、議

事録署名人で、副会長が欠席となりましたので、代わりに村野委員に願いします。 

 

小林会長ありがとうございました。 

続きまして次第の４その他を事務局からお願します。 

 

（令和６年度第１回の審議会を令和６年５月１６日（木）に行う予定。） 

（所沢市とのごみ共同処理施設整備については、令和６年度も引き続き可能性

について検討を行う。） 
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